
受　賞　者　功　績
太田　邦彦氏（社会福祉功労）
◇今別町社会福祉協議会事務局長
　 平成６年４月１日～平成11年３月31日

◇今別町社会福祉協議会会長
　 平成20年６月１日～平成26年５月31日

◇今別町民生委員児童委員協議会会長
　 平成13年12月１日～平成19年11月30日

◇今別町民生委員推薦会委員
　 平成14年８月12日～平成26年５月31日

◇今別町納税貯蓄組合会長・副会長
　 平成14年４月１日～平成24年３月31日

◇今別町青少年教育指導員
　 昭和51年11月１日～昭和55年３月31日
　 昭和56年５月１日～昭和62年４月30日

◇青森県納税貯蓄組合連合会表彰
　 平成25年７月

　１月16日、今別町開発センターにおいて、平成26年度今別町褒賞授与式・平成27年今
別町新年会が行われました。
　受賞者は前今別町長小鹿正義氏（自治功労）と元今別町社会福祉協議会長太田邦彦氏

（社会福祉功労）です。
　小鹿氏は、町議会議員、教育長、３期12年にわたり町長を務めるなど今別町の教育、
福祉の向上、産業の振興など町の発展に大きく貢献されました。
　太田氏は、今別町社会福祉協議会会長や事務局長を務め、町の福祉の発展・向上に尽
力されました。現在も今別町社会福祉協議会理事として活躍されております。
　授与式では、出席した太田氏に阿部町長から褒状と記念品が授与されました。阿部町
長は「両氏のたゆまぬ努力をたたえます。町民のかがみである立派な方々です。今後と
も町の指導者、模範としての活躍をお祈りします」と式辞を述べました。太田氏は「こ
れからも町の発展のために努めてまいります」と謝辞を述べると、会場から大きな拍手
が送られました。
　引き続き町新年会では、阿部町長からいまべつ牛を通年販売できるような体制づくり
や長寿の里づくり構想など今年の取り組みが述べられました。
　また、今別町新幹線開業ＰＲイベント実行委員会の皆さんがＰＲ用はんてんを着用し、
2016年３月に開業する北海道新幹線「奥津軽いまべつ駅」のＰＲを行いました。

受　賞　者　功　績
小鹿　正義氏（自治功労）
◇今別町議会議員
　 昭和31年３月31日～昭和39年３月30日

◇今別町教育長
　 昭和39年11月２日～昭和43年11月１日

◇今別町長
　 平成13年10月13日～平成25年10月12日

◇全国町村会自治功労者表彰
 　平成22年１月

◇青森県町村会自治功労者表彰
　 平成22年２月

◇旭日双光章
 　平成26年10月
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左から阿部町長、受賞した太田邦彦氏、島中議長

受賞した小鹿正義氏（左）と阿部町長

「奥津軽いまべつ駅」をＰＲする阿部町長（中央）と今別町新幹線開業ＰＲイベント実行委員会の皆さん

・平成26年度今別町褒賞式授与式�１ｐ
・奥津軽いまべつ駅開業へ向けて�２ｐ
・アーチェリー古川さん講演会��３ｐ
・健康長寿の里づくり講座����４ｐ
・今別診療所からの健康だより ほか �５ｐ
・イマダス・おしらせ　ほか���６ｐ
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424日
（２月１日現在）
開業予定日を仮基準日
（2016.3.31）で算定して
います　　　　　　　

2015年度北海道新幹線「奥津軽いまべつ駅」開業！ 平成27年
２月号607

奥津軽いまべつ駅
開業まで

平成 26年度今別町褒賞授与式
平成 27年今 別 町 新 年 会祝祝



　12月17日に県道今
別・蟹田線の小国峠
の冬期間凍結による
危険性を解消するた
めの対策について三
村県知事、東青地域
県民局地域整備部長
に阿部町長、町議会
（島中議長他５名）
が要望しました。

　阿部美子さん（西田）が新幹線
カラーの服をデザインし、飼って
いる犬の福ちゃん（オス・２歳）
へプレゼントしました。
　編み物が趣味の阿部さんは「新
幹線の服を作ろうか」と思いつき、
年明け毛糸を購入し約３日で編み
上げました。
　散歩と人間とのふれあいが大好
きな福ちゃんは気に入った様子
で、阿部さんは「皆さんにいつも
声をかけていただき、感謝してい
ます」と話してくれました。
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激励にかけつけてくれた鹿内青森市長（左）

仙台駅で激しく演舞！

オーロラビジョンで今別荒馬の紹介

三村知事（右）へ要望書を手渡す阿部町長 服をプレゼントされ、大喜びの福ちゃん！

荒馬の衣装を着用し、ティッシュを配りＰＲ！

迫力ある演舞で会場の注目を集めた今別荒馬

北海道新幹線「奥津軽いまべつ駅」開業へ向けて（№10）

新幹線カラーの服をデザイン！三村知事へ要望！

仙 台 駅 で 今 別 町 を Ｐ Ｒ！

「ふるさと祭り東京２０１５」で荒馬演舞！



　１月７日、今別中学校において、平成26年度
今別町連合ＰＴＡ視聴覚教育事業として、ロン
ドンオリンピックのアーチェリー競技で銀メダ
ルに輝いた古川高晴氏を招き、講演会が開催さ
れました。
　「目標をもって自らの道を切り拓く生き方」
と題し、自分の経験を踏まえながら生徒たちに
お話しされていました。
　ロンドンオリンピックで獲得した銀メダルを
披露すると、会場からは歓声が聞こえました。
　また、１から９と書かれた風船を割っていく
正確な技を見せてくれた古川氏に生徒たちから
大きな拍手が送られました。

　奥津軽いまべつ駅のコンコースの
床タイルの裏側に今別町の未来や思
いを描いてもらうため、今別小学校
全校児童が12月12日にタイルへの描
写作業を行いました。
　10月29日に奥津軽いまべつ駅の外
観や駅へ通じる連絡通路などを見学
しイメージを膨らませていた児童た
ちは、絵の具などを使い今別町の事
を思いながら丁寧に色を塗っていま
した。新幹線の車両とともに新幹線
開業の祝福や町の発展を祈るメッセ
ージが描かれた全校児童77名のそれ
ぞれの思いのタイルが完成しました。

　今別小学校６年の藤田あさひさ
んが第23回全国小学生選手権大会
バドミントン競技の青森県代表団
体メンバーに選出されました。惜
しくもチームは１回戦で敗れまし
たが、藤田さんは「バドミントン
はとても楽しい。これから試合で
どんどんいい
成績を残して
いきたい」と
話してくれま
した。

　12月28日、地場産品等販売所「なもわーも」において、「年越し朝
市」が開催されました。
　午前７時花火の合図で販売が開始され、新鮮な紅鮭やナマコ（竜飛
今別漁協）などを買い求めるお客さんでにぎわっていました。海産物
の他にもいのししハンバーグ（奥津軽いのしし牧場）や今別産ぶどう

（本郷農園）、生干しイカやのしイカ（マルシュー漁業）、おいしい漬
け物（小鹿農園）、お正月用生花（中嶋造花店）、町の特産品のもずく
うどん（今別町商工会）など多くの商品が販売されました。
　また、奥津軽いのしし牧場から温かくておいしいぼたん鍋が振る舞
われ、肌寒い体を温めてくれました。

　12月21日、ふれあいの里において
クリスマス会が開催されました。
　仮装した職員の方々によるダンス
が行われ、息の合った華麗な踊りな
どが披露されました。また、紅白に
分かれボール送りゲームが行われま
したが、どちらのチームも譲らず接
戦となり、引き分けとなりました。
ゲーム終了後、ケーキを食べている
と、会場にサンタクロースが登場し、
全員驚いた表情になりましたが、一
人一人にプレゼントが手渡されると
笑顔で喜び、にぎやかなクリスマス
会になりました。

　平成26年度事業の一つである
LED防犯灯の取付工事が１月
上旬頃から始まりました。町内
を４つの工区に分け、順次各
地区LED化が進み、今年度中
（３月中）には全地区の工事が
完了する予定です。

　２月７日に千葉県で開催
される「第９回東日本選抜
中学生野球選手権大会」に
東郡選抜チームの選手とし
て、今別中学校２年の小鹿
研太朗くん、嶋中幹くん、
嶋中隼人くんの３名が選出
されました。
　小鹿くんは「バッティン
グをがんばりたい」、嶋中
幹くんは「守備やバッティ
ングでチームに貢献した
い」、嶋中隼人くんは「声
でチームを盛り上げたい」
とそれぞれ意気込みを話し
てくれました。
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それぞれの思いをタイルに描写！

正確に風船を割り、生徒たちから歓声があがりました

バドミントンに打ち込む藤田あさひさん

多くの町民の方が来場し、にぎわっていました 接戦となったボール送りゲーム

着々とLED化が進んでいます

選抜のユニフォームを着用し、意気込みを語って
くれた左から小鹿くん、嶋中幹くん、嶋中隼人くん

ロンドンオリンピックでの銀メダルを披露してくれた古川氏

サンタさんからのプレゼントに大喜び！

アーチェリー　　
古川高晴氏講演会

メッセージをタイルに描写！

年越し朝市大盛況！

サンタさんがやってきた！

代表メンバーに選出！

町内ＬＥＤ化
工事始まる！



　１月14日、旧今別営林署土場において毎
年恒例のどんど焼きが行われました。
　１年間私たちを守ってくれたお札やお守
りなどを天に戻すお祭りであるどんど焼き
に、多くの方がしめ縄やお守りな
どを持ち寄り訪れました。
　宮司の祝詞が厳かにあげられ、
神社の総代の方々が玉串奉納を行
い、参列者の方は参拝していまし
た。
　最後に火入れの儀を行い、宮司
が着火すると勢いよく燃え、炎は
まっすぐ伸びていました。

　12月13日、今別保育園において「第10
回クリスマスおゆうぎ会」が開催されま
した。
　ステージの幕が上がり、緊張した様子
の園児たちでしたが、会場のあたたかい
声援に応えるように元気でかわいらしい
遊戯を披露しました。
　最後の劇が終わると会場から大きな拍
手が送られ、園児たちの笑顔が輝いてい
ました。

　12月16日、青森税務署主催の「税金教
室」で今別小学校６年生が税金について
学びました。
　税務署の職員が税の質問をすると児童
たちは元気に答え、もし税金が無くなっ
たらどうなるかのビデオを鑑賞したり、
税金の使われ方やどのくらいの金額が
かかっているなど、途中でクイズが出
題されながら学習していました。児童
たちは気づいたことなどをメモを取り
ながら真剣に聞いていました。
　最後に、重さ約10㎏の１億円のサン
プルを１人ずつ持って重さを実感し、
驚きの声があがっていました。

　12月３日、荒馬の里活性化セン
ターにおいて、加工研修会が開催さ
れました。
　青森県産業技術センター農産物加工研究
所から２名の講師を招き、「真空調理加工
について」と題し、講義・実習に取り組み、
真空包装した後の殺菌の技術や知識を学習
しました。
　参加した今別町農林水産物加工協議会の
方々は今後の商品づくりに役立てていきた
いと話していました。

　１月８日、町役場の会議室において、弘前大学大学院医学研
究科長・医学部長の中路重之氏を講師として招き、「健康長寿
の里づくり」講座が開かれました。
　「今別町民を元気にしたい」を演題に、平均寿命が短い青森
県と平均寿命が長い長野県・沖縄県を例にあげ、これからの対
策、長野県が取り組んできたことなどを資料を使いながら分か
りやすく説明しました。中路氏は「青森県は平均寿命が短く、

“短命県”と言われているが、健康に対する知識を身につけ意
識することで改善できる」と話されました。
　講座を終えた中路氏に会場からは大きな拍手が送られまし
た。

　平成27年１月１日付けで、人権擁護委員として、
田中良光氏に法務大臣から委嘱発令がなされました。
　人権擁護委員は、地域住民の人権の擁護と人権思
想の普及高揚に努めており、定期的に行政・人権相
談を行っています。

（津軽国定公園）高野崎に設置されている「共同店舗」のテナントを
下記のとおり募集しています。希望者は締切日までにお申し込みくだ
さい。
１．共同店舗１区画あたり（共同店舗は２区画あります）
　①営 業 期 間　４月１日～10月31日
　②使 用 面 積　24.84㎡
　③使　用　料　15,000円
　④応募締切日　平成27年３月19日（木）まで　
【問合せ先・申込み先】町役場企画課　電話：0174－35－3012

日　時：平成27年２月７日（土）
　　　　午前９時30分から
場　所：今別町開発センター

とん汁の無料サービスも

あります！
　今年も婦人芸能祭が開催されます。
元気あふれるたくさんの芸が披露されます。皆様のご来場をお待ちし
ております。

【問合せ先】今別町教育委員会　電話　0174－35－2157

（ 4）

祝詞をあげる宮司

かわいらしいアリとキリギリス

税金について勉強中！

参加した皆さんで記念撮影！

健康長寿について講座を行う中路氏保健協力員と食生活改善推進員の方々が集まりました

勢いよく燃える炎を見守る町民の方々

ながいもの甘酢付けに挑戦！

１億円の重さにびっくり！

着物姿が似合っています！

田中良光氏

高野崎『共同店舗』

お守りを祈祷！　
　　　どんど焼き

笑顔が輝く
おゆうぎ会

税金について　
　　　学ぼう！

真空調理加工
研修会開催

健康長寿の里づくりを目指して

人権擁護委員再任

第25回婦人芸能祭開催のお知らせ

テナント募集！



　先月号では高血圧治療においては減塩が最も重要であることを説明
しました。とはいえ、実際に日常の食事で塩分摂取を減らしていくこ
とはたやすいことではありません。
　ここで、イギリスの国ぐるみでの減塩対策について紹介します。イ
ギリスでも以前より食塩摂取量が多いことが問題になっていました。
そこで、イギリス政府は食品メーカーに対し、商品ごとに減塩する数
値を定め、その達成を求めました。こうした目標値を85種類にわたっ
て設定、あらゆる食品業界を巻き込むことで減塩を進めました。する
と、スーパー食品売り場には減塩した加工食品が多くなり、消費者は
否が応でも減塩食品を購入せざるをえなくなったのです。そのおかげ
で、イギリス人の１日の食塩摂取量は８年間で9.5gから8.1gに減少し
ました。しかも、塩分を時間をかけて段階的に減らすという方法で
あったので、薄味による消費者離れもなく、高血圧や心臓病などの患
者が減り、医療費が毎年およそ2,600億円も削減できました。
　このような思い切った政策施行がなかなか困難な日本では、やはり
個人が努力するしかありません。
　以下に、厚生労働省が推奨する“塩分を控えるための12か条”を記
載しましたので、参考にしてみてください。

１．薄味に慣れる
　塩味の薄い食事に慣れることが第一歩です。昆布やかつおぶしなど
で、だしをとると薄味でも風味豊かにおいしく食べることができます。
２．漬け物・汁物の量に気をつけて
　塩分の多い漬け物や汁物は食べる回数と量を減らしましょう。汁物
では野菜などの具の多いものにすれば１回にとる汁の量が少なくなり
ます。麺類を食べるときは、汁は残すようにします。 
３．効果的に塩味を
　献立にはいろいろな味付けを利用し、塩味は効果的に使うようにし
ましょう。
４．「かけて食べる」より 「つけて食べる」
　しょうゆやソースなどはかけて食べるより、つけて食べたほうが塩
分の摂取量が少なくてすみます。  
５．酸味を上手に使いましょう
　酸味を上手に使って献立の味付けに変化をつけると、塩分を減らす
ことができます。レモン、すだち、かぼすなどの柑橘類や酢などを和
え物や焼き物に利用しましょう。  
６．香辛料をふんだんに
　とうがらしやコショウ、カレー粉などの香辛料を上手に使って味付
けに変化をつけるのも塩分を控える工夫の１つです。  
７．香りを利用して
　ゆず、しそ、みょうが、ハーブなどの香りのある野菜、海苔、かつ
お節などを加えると薄味のメニューに変化もつきます。  
８．香ばしさも味方です
　香ばしさもまた塩分のとりすぎを抑えてくれます。焼き物にする、
炒った胡麻やくるみなどで和えるなど、調理に利用しましょう。 
９．油の味を利用して
　揚げ物、油炒めなど、油の味を利用して食べるのもよいでしょう。
胡麻油やオリーブオイルを食べる前に少しかけることで風味が増し、
おいしく食べられます。ただし、脂質のとりすぎにならないように気
をつけましょう。 
10．酒の肴に注意
　酒の肴に合う料理は塩分が多く含まれるものが多いので少量にしま
しょう。 
11．練り製品・加工食品には気をつけて
　かまぼこ、はんぺんなど魚の練り製品や、ハムやベーコンといった
肉の加工食品も塩分の多い食品です。食べる量に気をつけましょう。
12．食べすぎないように
　せっかくの薄味の料理でも、たくさん食べれば塩分の量もカロリー
も多くなります。食べすぎないように気をつけましょう。減塩しょう
ゆや減塩みそも使う量が多ければ塩分も増えます。使いすぎては意味
がありません。
　たとえば、いきなり半分に減塩をすると、料理が味気なくなり、ス
トレスが蓄積し、逆効果になることもあります。しかし、少量の減塩
であれば、それほど苦にはなりません。それを続けていくと、舌がう
す味に慣れてきて、今までの味付けが濃く感じられるようになります。
(イギリス政府も時間をかけて段階的に減らす方法で国民の減塩に成
功しました)
　少しずつ、時間をかけて、塩分を下げていって、目標値（１日摂取
量；８～10g未満）を達成するようにしましょう。
【問合せ先】今別診療所　電話：0174－35－2680

　今別町では、今年も65歳以上の方を対象に、いつまでも住み慣れた
この町でいきいきと暮らしていけることを目的として「今別お達者
塾」を開催します。下記の日程で開催しますので、参加を希望する方
は、各教室の１週間前までに役場町民福祉課保健師まで申し込みくだ
さい。65歳以上の方でしたらどなたでも参加できますので、ぜひご参
加ください。

日　　時 テ　ー　マ 講　師 開催場所

２月12日（木）
10：00～12：00

講話・調理実習
「�健康クッキング①～バランス
食メニュー～」

栄 養 士 開発センター
１階　調理室

講話（調理実習終了後）
「�心とからだの健康生活（うつ
予防）」

保 健 師 開発センター
１階　集会室

３月11日（水）
13：30～15：00

講話
「�歯ッスル教室～お口を健康に
保って食べましょう～」

歯科衛生士 開発センター
２階　研修室

３月12日（木）
10：00～12：00

講話・調理実習
「�健康クッキング②～骨粗鬆症
予防メニュー～」

栄 養 士 開発センター
１階　調理室

講話（調理実習終了後）
「�正しく知ろう認知症（認知症
予防）」

保 健 師 開発センター
１階　集会室

【問合せ先】町役場町民福祉課保健師　電話：0174－35－3004

国民年金保険料の免除期間･納付猶予期間がある方へ

今別診療所
松田先生からの健康だより

平成２６年度　今別お達者塾開催

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、若年者
納付猶予、学生納付猶予の承認を受けられた期間がある場合、保険料
を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）の
受け取り額が少なくなります。
　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る老齢基礎年金を増
額するために、10年以内であればさかのぼって古い月分から納める

（追納）ことができます。
　ただし、免除などの承認を受けられた期間の翌年度から起算して３
年度目以降に追納されると、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せ
されます。
◦ 一部免除を受けた期間は、残りの納付すべき保険料が納付されてい

なければ追納はできません。
◦ 「若年者納付猶予・学生納付特例期間」が「法定免除・申請免除期

間」より先に経過した（古い）月分である場合は、「若年者納付猶
予・学生納付特例期間」が優先します。

◦ 「法定免除・申請免除期間」が「若年者納付猶予・学生納付特例期
間」より先に経過した月分である場合は、どちらを優先して納める
か本人が選択できます。

◦ 「若年者納付猶予・学生納付特例期間」の中では、先に経過した月
分から納めることになります。

◦ 「法定免除・申請免除期間」の中では、先に経過した月分から納め
ることになります。

　国民年金のご相談・手続きなどについては下記までお問い合わせく
ださい。
【問合せ先】
町役場　町民福祉課　国民年金係
電話：0174－35－3003

日本年金機構　青森年金事務所
お客様相談室
電話：017－734－7498

税 務 署 か ら の お 知 ら せ
■申告書作成会場の開設
　青森税務署では、庁舎内に「申告書作成会場」を開設し、パソコン
を利用して申告所得税及び復興特別所得税、個人事業者の消費税等及
び贈与税の申告作成をサポートします。
■申告書作成会場の開設日時
　平成27年２月２日（月）から３月16日（月）まで（土、日、祝日を
除く）午前９時から午後５時まで。
※２月22日と３月１日に限り日曜日も開設します。
　なお、申告書の作成・提出は、ご自宅から便利なe－taxをご利用く
ださい。詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧く
ださい。
【問合せ先】青森税務署　電話：017－776－4241
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町の行事予定　（２／１～３／10）
※行事予定名・開催場所・担当部署を掲載しています

２月
１日（日）今別町消防団出初式【総務】

２日（月）
人権・行政相談（中央公民館）【総務】
国民健康保険税第６期納期限【税務】
介護保険料第６期納期限【福祉】

７日（土）婦人芸能祭【教育委員会】
18日（水）救命救急法講習会【社会福祉協議会】
22日（日）バルーンアート教室（中央公民館）【教育委員会】

26日（木）第５回キクの会・第２回高齢者世帯の集い【社会福祉協議会】
３月

２日（月）青森北高校今別校舎　卒業式
10日（火）青森県立高校入学者選抜

一般相談　日常のあらゆる心配ごと悩みごと・・など
相　談　種　別 相　　談　　日 相 談 時 間 相　談　員

生活一般相談
（毎週隔週の水曜日）

２月12日（木）
　　25日（水） 10：00～11：30 生活一般相談員

電 話 相 談 毎週月曜日～金曜日 10：00～17：00 社 協 職 員

※ 土、日及び祝祭日は対応できませんのでよろしくお願いします。

専門相談　専門相談員による相談
相談種別 相　談　内　容 相談日 相 談 時 間 相談員

法律相談 借金、離婚、財産存続、土
地登記に関する相談 ２月10日（火） 13：30～15：30 司法書士

※ 相談を予定している方は、事前に予約をお願いします。当日の来所は電話でお
知らせ願います。また、今月の専門相談は法律相談だけです。

※相談会場は、開発センターです。
【問合せ先】社会福祉法人　今別町社会福祉協議会　電話：0174－35－3081

お誕生おめでとうございます

　村　川　晃
みつ

　実
ざね

ちゃん（敏則さん）二股
　相　内　雄

ゆう

　惺
せい

ちゃん（啓司さん）二股
お悔やみ申し上げます
　南　　　哲　夫さん（86）今　別
　平野内　昌　夫さん（72）今　別
　藤　巻　た　まさん（92）砂ヶ森
　小　鹿　治　夫さん（89）大川平

今別の姿
（平成26年12月31日現在）
　面　積　 125.28㎢

　人　口　　３,000人（－ 3）

　　男　　　1,407人（－ 1）

　　女　　　1,59３人（－ 2）

　世帯数　　1,509　（－ 2）
　　　　　　　（　）内は前月比

12月１日から31日までの届出分）

　夫が40年くらい前に購入した山林を「買い取る」という電
話が業者からあり、来訪した業者に「山林の売却のためには、
別の山林を購入するように」と言われ、その土地は「将来太
陽光発電の会社が買い取るはず」ということだったので契約
をした。
　その後もともと所有していた山林をその業者に買い取って
もらったが、その際にまた新たな山林を購入する契約をし、
売却側と購入額の差額を支払った。 （70歳代　女性）
【被害に遭わないために】
　過去に原野商法の被害に遭った人に、その土地が高く売れ
るなどと勧誘し、測量の費用を請求したり、新たな土地の購
入を持ちかけたりする「二次被害」の相談が増え続けています。
　「土地を買いたい人がいる」「土地を売却できる」などと
いう業者のセールストークをうのみにしないようにしましょう。
　契約を検討する場合は、その土地が所在する自治体等に土
地の状況を問い合わせるなどして情報を収集し、少しでも不
審な点があれば契約しないようにしましょう。
　日頃から家族や身近な人による見守りも大切
です。困った時は、お住まいの自治体の消費生
活センター等にご相談ください。
【問合せ先】消費者ホットライン　電話：0570－064－370

　渡り鳥が飛来している時期のため、国の法定伝染病である
鳥インフルエンザについては、次のことに注意しましょう。
＜～鳥類を飼っている方へ～＞
　鳥小屋などは防鳥ネット（網目の大きさが２㎝以下のも
の）で囲いましょう。
　ネズミなどが入らないよう小屋に穴がある場合は補修しま
しょう。
＜～死亡した野鳥を見つけた場合～＞
　野鳥の種類、死亡した羽数によって検査が必要になります。
　発見した場合は次のところへご連絡をお願いします。
　詳しくは、青森県ホームページでご覧いただけます。
【問合せ先】
東青地域県民局（地域農林水産部）林業振興課
電話：017－734－9962

　東日本大震災の傷も癒えぬ中、近年わが国では台風災害や大雨による土砂災害
が頻発し、毎年のように全国各地で深刻な被害を被っています。特に昨年９月に
は御嶽山が噴火するという予想だにしない自然災害までが発生し、多くの尊い人
命が失われました。皆様が納めて下さる社資は、東日本大震災被災者の長期的な
支援はもとより、こうした新たな大規模災害の救護活動においても役立っています。
　また、その他にも日本赤十字社では、人命救助を目的とする救急法等講習会の
普及、地域の奉仕活動を推進する赤十字奉仕団体や“やさしさと思いやり”の心
を育む青少年赤十字の育成など多岐にわたる活動を行っていますが、これらも皆
様からの社資を財源に行われています。
　こうした事情を踏まえて、日赤青森県支部では、２月１日より、平成27年度に
実施する赤十字活動の資金確保のため《赤十字社員増強・社資増収運動》を実施
しています。日本赤十字社が果たすべき役割と増強運動の趣旨をご理
解いただき、赤十字活動の普及・推進のため、各町内の役員の方々の
訪問の際は、町民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
【問合せ先】〒030－0681　青森市長島１丁目３番１号
日本赤十字社青森県支部　組織振興課
電話：017－722－2011

日本赤十字社青森県支部今別町分区
担当課：町民福祉課　
電話：0174－35－3004
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今別町ふれあい福祉センター
２月の相談日のご案内

原野商法の二次被害が増え続けています

赤十字活動資金にご協力ください

鳥インフルエンザについて

平成27年度の社員増強・社資増収運動がはじまります
赤十字活動資金にご協力ください


